
■発行　伊方町教育委員会
■編集　教育委員会事務局 生涯学習室

100ｍ女子で新記録!  西宇和郡小学校陸上競技大会

平成27年11月1日発行　No.127

　１０月１５日（木）、瀬戸中学校グラウンドにおいて
西宇和郡小学校陸上競技大会が開催され、晴天
に恵まれた絶好のコンディションの中、選手は長い
練習の成果を発揮しました。　
※詳しい結果は、来月号でお知らせします。

100ｍ女子予選で、九町小 髙野さんが新記録（13秒9）　※写真は決勝の様子
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紅梅学級 「町外視察研修in今治市」
中央公民 館

　

９
月
15
日
（
火
）、
第
２
回
紅
梅
学

級
の
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
今
治
タ
オ
ル
を
製
造
す

る
タ
オ
ル
工
房
の
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
今
治
タ
オ
ル
は
上
質
な
糸
を
使

い
丁
寧
に
製
造
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、
日
頃
、
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
タ
オ
ル
が
大
型
機
械
で
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
一
同
驚
き
ま
し
た
。

実
際
に
目
の
前
で
タ
オ
ル
織
機
を
動

か
し
て
い
た
だ
き
、
設
備
の
大
き
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、

ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
ま
な
み
海
道
入
口
近
く
に
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
天
気
も
良
く
橋

の
壮
大
さ
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。

　

午
後
は
か
わ
ら
館
に
て
瓦
材
料
の

粘
土
で
作
る
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
図
案
を
考
え
、
瓦

筒
に
デ
ザ
イ
ン
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い

き
ま
し
た
。
菊
間
瓦
職
人
さ
ん
に
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を

掘
っ
て
い
き
、
２
時
間
ほ
ど
で
完
成

し
ま
し
た
。
焼
き
上
が
り
は
11
月
中

旬
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
楽
し
み
で

す
。

　

紅
梅
学
級
で
は
今
後
も
町
外
視
察

研
修
を
は
じ
め
様
々
な
企
画
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「老人大学生と小学生が軽スポーツで交流」
町見公民 館

　

10
月
９
日
（
金
）、
九
町
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
見
老
人
大
学
生

と
小
学
生
と
の
交
流
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
旧
二
見
小
学
校
が
一

緒
と
な
り
、
児
童
数
も
増
え
、
老
人

大
学
生
28
名
、
小
学
生
56
名
が
参
加

し
て
、
１
チ
ー
ム
３
名
（
老
人
１
名
、

児
童
２
名
）
の
混
成
チ
ー
ム
で
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　

老
人
大
学
生
が
児
童
に
投
げ
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
低
学
年
の
児

童
が
一
生
懸
命
に
投
げ
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

老
人
大
学
生
と
児
童
は
和
気
あ
い

あ
い
と
交
流
が
図
ら
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

良
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

日　時：平成27年11月18日（水）・25日（水）
　　　　　19時～
場　所：町見公民館１階ホール
講　師：宇都宮　史先生
受講料：￥１，０００－
人　数：１５名程度（先着順）
準備物：習字道具一式
　　　　（但し、半紙と墨は事務局で用意致します。）　
※参加を希望されます方は、11月10日（火）までに
町見公民館までお申込み下さい。（電話・ＦＡＸ可）
　その際、毛筆か硬筆のどちらを希望するか必ずお伝
え下さい。　
町見公民館　
　電話：３９－０２１２　ＦＡＸ：３９－１１５２　
※作品は、１月３１日（日）開催の二見公民館まつりに
出展致します。

～習字教室「毛筆・硬筆」（２回開催）～
◎趣味講座のご案内◎趣味講座のご案内◎趣味講座のご案内
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文化祭 及び 公民館まつりのご案内文化祭 及び 公民館まつりのご案内文化祭 及び 公民館まつりのご案内

　

今
年
度
町
見
郷
土
館
で
は
、
各
分
野
の
専

門
の
先
生
に
お
越
し
頂
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

術
的
な
見
地
か
ら
佐
田
岬
半
島
の
今
ま
で
気

づ
か
な
か
っ
た
特
徴
や
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぼ

う
と
「
佐
田
岬
半
島
の
た
か
ら
も
の
講
座
」

と
い
う
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
26
日
、
伊
方
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

５
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
そ
の
第
１
弾
の

講
演
会
と
し
て
、
高
橋
司
先
生
（
西
予
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
）
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク

的
思
考
で
み
る
佐
田
岬
半
島
ー
西
予
市
の
事

例
を
ま
じ
え
て
ー
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
日
本
一
細
長
い
」
佐
田
岬
半

島
を
含
む
三
波
川
帯
の
成
り
立
ち
を
地
球
規

模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
解
説
。
地
中

深
く
で
圧
力
を
受
け
た
岩
石
が
持
ち
上
が
っ

て
地
上
に
現
れ
た
、
世
界
に
約
10
ヶ
所
く
ら

い
し
か
な
い
め
ず
ら
し
い
地
域
だ
と
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、
地
形

や
地
質
へ
の
理
解
を
深
め
て
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
的
思
考
に
大
い

に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
！

　

平
成
27
年
７
月
１
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
故

小
野
雄
三
氏
（
長
浜
町
出
身
）
に
、
生
前
、

学
校
教
育
の
振
興
及
び
青
少
年
健
全
育
成
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
正
六
位
瑞
宝
双

光
章
が
授
与
さ
れ
、
ご
遺
族
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

氏
は
昭
和
29
年
に
喜
多
郡
南
久
米
村
立
南

久
米
中
学
校
助
教
諭
と
し
て
教
職
に
就
か
れ

て
以
来
、
39
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
の

充
実
進
展
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

特
に
串
中
学
校
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
た

間
、
へ
き
地
教
育
の
指
導
者
と
し
て
教
育
環

境
の
充
実
に
尽
力
し
、
そ
の
実
績
に
よ
り
平

成
３
年
に
愛
媛
県
へ
き
地
優
良
学
校
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
国
最
西
端
の
中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒

や
地
域
住
民
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
受
け
、
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
回
は
11
月
21
日
（
土
）
13
：
30
〜

三
崎
総
合
支
所
で
、（
公
財
）
愛
媛
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
石
貫
先
生
を
講
師
に

「
佐
田
岬
半
島
な
る
ほ
ど
古
代
史
」
と
題
し

て
講
演
予
定
で
す
！
申
込
み
不
要
！
今
後

も
お
楽
し
み
に
！

故
小
野
雄
三
氏
（
元
串
中
学
校
長
）

佐
田
岬
半
島
の
特
徴
や
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぼ
う

佐
田
岬
半
島
の
特
徴
や
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぼ
う

〜
佐
田
岬
半
島
の
た
か
ら
も
の
講
座
を
開
催
〜　

町
見
郷
土
館

正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　恒例となっている文化祭及び公民館まつりを開催
いたします。
　各種文化団体の会員が日頃の練習の成果を発表し
たり、様々な作品の展示や各種バザーが行われます。
大勢の皆さんのご来場をいただき、文化の秋と食欲
の秋を満喫してください。　
『伊方文化祭』
　日時　平成２７年１１月３日（火）
　場所　伊方町民会館
　内容　「作品展示・バザー」　９：００～
　　　　「ふるさと大会」　　１２：３０～　
『町見公民館まつり』
　日時　平成２７年１１月１日（日）
　場所　町見体育館・町見公民館
　内容　「作品展示・バザー」　９：００～
　　　　「芸能発表」　　　　１３：００～　
『三崎文化祭』
　日時　平成２７年１０月３１日（土）
　　　　　 ※３１日は作品展示のみ実施　１３：００～
　　　　平成２７年１１月　１日（日）　
　場所　三崎総合体育館　他
　内容　「作品展示・バザー」　９：００～
　　　　「公演」　　　　　　　９：３０～

明るく熱弁をふるう高橋先生

会場は35名の参加者が来られました。
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１．採用予定人員
　　教育活動指導員（中学校の数学・英語教員の補助員）
（数学　３名 ・ 英語　３名）

２．受験資格
　　数学・英語の教育職員免許取得者
　　（中学校普通免許状以上）

３．勤務条件
　　雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　　勤　務　先　伊方町内の中学校
　　勤務時間　原則として１週間あたり35時間
　　報　　酬　月額　250,000円
　　休　　暇　年次有給休暇（年10日間）ほか

４．試験日等
　　一次試験　平成27年11月28日（土）
　　　一般教養試験・一般性格診断・英会話試験（英語のみ）
　　二次試験　平成27年12月24日（木）
　　　（一次試験合格者）　作文試験・面接試験

５．試験会場　　伊方町役場

６．合格発表
　　一次試験　平成27年12月上旬　合格者のみ通知
　　二次試験　平成28年 1 月上旬　合格者のみ通知

７．受験手続
　次の書類の提出をもって申し込みとします。（郵送可）
　①履歴書
　②最終学歴の卒業（見込）証明書及び成績証明書
　③教職員免許状写（免許状取得見込み証明書）

８．申込期限
　　平成27年11月16日（月）（当日消印有効）

９．申込先・問い合わせ先
　　〒796－0301　西宇和郡伊方町湊浦1993番地１
　　伊方町教育委員会事務局
　　学校教育室　(役場３階)
　　電話0894－38－2660（直通）

平成２８年　成人式のご案内平成２８年　成人式のご案内平成２８年　成人式のご案内

伊方町教育活動指導員募集のお知らせ！！伊方町教育活動指導員募集のお知らせ！！

日時：平成28年１月３日（日）
　　　　午後２時３０分～ 
　　　　（受付　午後１時３０分～）
場所：生涯学習センター　５階　
  今回の成人該当者は、平成７年４月２日から平成
８年４月１日までに生まれた方で、住民基本台帳及
び町内中学校卒業者名簿により調査を行いました。
　１１月上旬に、案内状と返信用のはがきを送付予
定です。町内在住の方には本人へ、町外在住の方に
は保護者宛に送付します。内容をご確認の上、早
めに出欠のご連絡をお願いします。
　多数のご参加をお待ちしています。

【問い合わせ先】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　電話 38-2661

「ふるさとウォーク２０１５」
　　　　　　　　参加者募集！！
「ふるさとウォーク２０１５」
　　　　　　　　参加者募集！！
「ふるさとウォーク２０１５」
　　　　　　　　参加者募集！！
　１１月２２日（日）に毎年恒例のふるさとウォーク
を町体協伊方支部主催で開催いたします。
　今年は、ビジターズハウス横の四国電力㈱駐車場
を出発して、ウインドファームという風力発電施設
がある道を通り大峰山頂を目指します。そして、山
頂を折り返してビジターズハウスがゴールという
ルートになっています。
　ウォークの途中には、風車の下も通ります。羽の
大きな音を聞きながら、山頂付近からの景色を眺
めながら、そして、たくさんの自然とふれあいなが
ら最高のウォークをしませんか？
　今回は風車の中に入ったり、管理し
ている方から風車について説明をして
いただける予定です。
　普段入れない風車の中、普段歩け
ない道をご用意しておりますのでたく
さんのご参加をお待ちしております。
日　　程　09：00　受付
　　　　　10：00　出発（終了予定14：30）
持　参　物　昼食・帽子・水筒・筆記用具・防寒着等
締　　切　平成27年11月9日（月）必着
申込用紙　生涯学習室・各公民館
問合せ先　生涯学習室　電話 38-2661
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児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

佐田岬マラソン大会２０１5佐田岬マラソン大会２０１5佐田岬マラソン大会２０１5

　ハーフ、クォーター、デシ合わせて９４６名の参加申
し込みをいただきました。
　当日は、応援をよろしくお願いします。

【お問い合わせ先】
　佐田岬マラソン大会実行委員会事務局
　教育委員会事務局　生涯学習室内　電話38-2661

人権フェスタ２０１５ いかた人権フェスタ２０１５ いかた
と　き　平成27年12月13日（日）13：00～
ところ　伊方町民会館
内　容　小・中・高校生人権作品展示
　　　　人権相談（人権擁護委員）
　　　　ふれあいマーケット
講　演　<講師>　桂　春蝶　氏（落語家）
　　　　<演題>　明日ある君へ
　　　　　　　　　　～知覧特攻物語～

【問い合わせ先】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　電話38-2661

伊方町合併10周年記念

【会　場】　瀬戸総合体育館（受付・開会式）
【種　目】　ハーフ(21.097km) 10:30スタート
　　　　　クォーター (10.548km)  11:00スタート
　　　　　デシ(4.219km) 11:10スタート

１１月1日（日）１０：３０スタート

　11月14日（土）    ＤＶＤ上映会を行います。
　1000年前のヘイアンチョウから月光町へとやってきたおじゃる丸。追いか
けっこをしている最中、ヘイアンチョウと月光町をつなぐ「満月ロード」がせ
まくなっていることに気づく。このままだと「満月ロード」がなくなってヘイ
アンチョウへ帰れなくなってしまう。いったいどうなってしまうのか。
　
　○場　　所　児遊館内 
　○作　品　名　「おじゃる丸　満月ロード危機一髪　タマにはマロも大冒険」
　○上映時間　１回目　10：00～11：00 . ２回目　14：00～15：00
　※ほかのＤＶＤも見たい人は、リクエストもできるよ!

●DVD上映会

　「 紙コップのゆらゆらツリー 」
　１１月２８日（土）　午後２時から、工作教室を行うよ!
　来月のクリスマスにむけて自分だけのオリジナルミニツリーを作りましょう。
友だちさそって必ず来てね!　　参加費は無料です。

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内　児遊館　３８－０２１１（内線８５６）

●工作教室

※写真は、イメージです。

（一部は10：00～）
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平成27年度全国学力・学習状況調査（H27.4.21実施）
１　全国学力・学習状況調査の実施状況について

　(1)　調査の目的

　　ア　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児

童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検

証し、その改善を図る。

　　イ　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役

立てる。

　　ウ　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを

確立する。

　(2)　調査の対象

　　　小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

　　　中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

の全児童生徒

　(3)　調査内容

　　○　教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

　　　　※ 主として「知識」に関する問題（A）

　　　　※ 主として「活用」に関する問題（B）

　　○　生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

　　　　※ 児童生徒に対する調査

　　　　※ 学校に対する調査

２　伊方町における調査結果の公表について

　(1)　公表の趣旨

　　　学力や学習状況の調査結果について、学校・家庭・地域のみんながそ

の情報を共有し、学力向上のためにどうしていけばよいかを検討して指導

改善等に取り組んでいく。

　(2)　留意事項

　　ア　「９年間の学びを見通した教育の創造」の町統一テーマの下、小学校・

中学校の連携による取組を重視する。

　　　　各中学校区ごとの地域を一体的にとらえて取り組む。　

　　イ　教科に関する調査や児童生徒質問紙調査は、レーダーチャート等で表

示し、実態把握や分析、改善策を検討していく。

　　ウ　点数等の数値表示、一覧表の作成、順位づけはしない。
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［国語］ ［算数］ ［理科］

［国語］ ［数学］ ［理科］

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

伊方地域
全国平均

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

数や計算
の学習

量や測定
の学習

図形の
学習

数量関係
の学習

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

数や式
の学習

図形の
学習

関数の
学習

統計等
の学習

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

物質の
学習

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

粒子の
学習

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

平成２7年度全国学力・学習状況調査における調査結果　【伊方地域】

≪小学校≫
　○　国語、算数、理科ともに、全国平均とほぼ同じ傾向にある。理科は自然事象
の知識・理解の項目は概ね上回っているが、物質の学習、エネルギーの学習の
項目に課題が見られる。　

　○　児童質問紙調査では、「自分にはよいところがある」「地域・社会の問題等に
関心がある」と回答した児童は全国平均より低い。

≪中学校≫
　○　国語は、どの項目も全国平均よりやや低く、課題が見られる。
　○　数学については、全国平均とほぼ同じである。統計等の学習は良好であるが

計算や作図等の技能に課題が見られる。
　○　理科は、全国平均とほぼ同じか、項目によって上回っている。
　○　生徒質問紙調査では、ほとんどの項目で肯定的な回答が全国平均を上回って
いる。

結果の分析

≪小学校≫
　○　基礎的・基本的な学力の向上を図るための指導を行う。
　○　自尊感情を高める指導、地域や社会の問題に関心をもたせる指導の充実を図
る。

≪中学校≫
　○　国語の読解力に重点を置いた指導をする。
　○　キャリア教育の充実に努める。
≪小中共通≫
　○　言語活動の充実に努め、特に国語の「読む能力・書く能力」の育成を図る。
　○　学力差の解消に努め、個に応じた指導・支援の充実を図る。
　○　家庭と連携して、学習習慣や生活習慣の改善に努める。

改善方針

≪小学校≫
　○　めあてを明確にし、学習を振り返
る時間を計画的に取り入れる。

　○　既習事項の定着を図るための時間
を確保し、反復学習等を行う。

　○　学校・家庭・地域が連携し、日常
生活の中で一人一人が大切にされ、
互いに認め合える場を多く設定す
る。

≪中学校≫
　○　各教科で読み取り問題等を重点的

に取り上げる。
　○　将来の進路について具体的に考え
たり体験したりする機会の充実を図
る。

≪小中共通≫
　○　読書量を増やし、読解力の向上に
努める。

　○　習熟度別学習やワークシート等の
工夫をし、個に応じた手立てを講じ
る。

　○　家庭と連携して、ノーゲームデー
等の取組を充実させ、家庭学習や読
書の時間を確保する。

具体的な取組

○教科に関する調査（全国の平均正答率との比較） ○児童生徒質問紙調査
　（全国の平均回答率との比較：肯定的な回答）

＜小学校＞ ＜小学校＞

＜中学校＞ ＜中学校＞
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［国語］ ［算数］ ［理科］

［国語］ ［数学］ ［理科］

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

瀬戸地域
全国平均

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

数や計算
の学習

量や測定
の学習

図形の
学習

数量関係
の学習

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

粒子の
学習

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

数や式
の学習

図形の
学習

関数の
学習

統計等
の学習

物質の
学習

平成２7年度全国学力・学習状況調査における調査結果　【瀬戸地域】

≪小学校≫
　○　国語においては、ほとんどの項目で正答率が全国平均を上回っている。昨年度から、

自分の考えを書く活動を意図的に取り入れて学習を行ってきたが、「書く能力」の正答
率が全国平均を下回っており、今後の課題である。算数においては、７項目中４項目で
正答率が全国平均を下回っている。特に､「数や計算の学習｣が課題である。理科におい
ては、ほとんどの項目で正答率が全国平均を下回っている。基礎・基本の定着を図る必
要がある。

　○　生活面では、全項目で肯定的な回答が全国平均を上回っている。
≪中学校≫
　○　国語、数学、理科ともに、ほとんどの項目で正答率が全国平均を上回っている。各教

科とも、小テストを実施することによって基礎・基本の定着が図られた結果と思われる。
しかし、国語の「話す・聞く能力」については、全国平均をやや下回っており、今後の
課題である。

　○　生活面では、全項目で肯定的な回答が全国平均を上回っている。昨年度の課題であっ
た「読書」の項目は大幅に改善された。昨年度からの取組の成果が出たと思われる。

結果の分析

≪小学校≫
　○　ねらいを明確にした「分かる」授業を展開し、思考力や表現力を育成するための指

導方法を工夫する。また、基礎・基本の定着を図るための個別指導やドリル学習を計
画的に実施する。

≪中学校≫
　○　授業中に分かったことを書く活動を充実させ思考力を育成するとともに、小集団での

話合い活動を充実させる。また、少人数のよさを生かし、個別学習や個を伸ばす取組
を充実させる。

≪小中共通≫
　○　生活面で、保護者との連携を図り、家庭での過ごし方を考えさせ、望ましい生活習
慣や学習習慣を身に付けさせていく。

改善方針

≪小学校≫
　○　読書を奨励し多様な文章に触れさ
せることで語彙力を高め、読解力を
育成する。また、授業の中で、キーワー
ドを使ってまとめる活動やテーマを設
定して自分の考えを書いたり話したり
する活動を行い、思考力や表現力を
高める。

≪中学校≫
　○　各教科で、毎時間小テストを実施

し基礎・基本の定着を図り、知識・
理解を深める。また、月平均３冊の
読書を奨励し語彙力を伸ばすととも
に、授業では分かったことを文章等
でまとめる活動を行い思考力を育成
したり、少人数での話合い活動でマ
ニュアルを活用するなど充実を図り、
「話す・聞く能力」を高める。

≪小中共通≫
　○　各教科において、一人一人の課題

を明確にし、基礎・基本の定着を図
るための個別指導及びドリル学習・
補充学習を充実させる。

　○　家庭学習の手引や家庭生活振り返
りカードを活用することによって、家
庭での学習時間や過ごし方を把握し
指導に生かすとともに、保護者との
連携を密にして、余暇の有意義な過
ごし方等、望ましい生活習慣の定着
を図る。

具体的な取組

○教科に関する調査（全国の平均正答率との比較） ○児童生徒質問紙調査
　（全国の平均回答率との比較：肯定的な回答）

＜小学校＞ ＜小学校＞

＜中学校＞ ＜中学校＞
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［国語］ ［算数］ ［理科］

［国語］ ［数学］ ［理科］

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

三崎地域
全国平均

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

関心･意
欲･態度

話す･聞
く能力

書く能力読む能力

言語の
知識・
理解

数や計算
の学習

量や測定
の学習

図形の
学習

数量関係
の学習

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

問題解決
の考え方

計算や
作図等
の技能

用語等の
意味理解

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

粒子の
学習

エネルギー
の学習

生命の
学習

地球の
学習

科学的な
思考・表現

観察や
実験等
の技能

自然事象の
知識・理解

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

朝食を毎日
食べる 自分にはよい

ところがある

地域・社会の
問題等に関心
がある

学校のきま
りを守って
いる

人の役に立つ
人になりたい将来の夢や

目標がある

月～金、テレ
ビ等は２時間
未満

月～金、イ
ンターネッ
ト等は１時
間未満

平日の読書
は30分
以上

家で学校の宿
題をしている

数や式
の学習

図形の
学習

関数の
学習

統計等
の学習

物質の
学習

平成２7年度全国学力・学習状況調査における調査結果　【三崎地域】

≪小学校≫
　○　国語では、「言語の知識・理解」において全国平均を上回り、他の項目と

算数は、全国平均とほぼ同程度である。理科においては、全項目で、全国平
均を大きく上回っている。課題としては、国語科の「話す・聞く能力」が挙
げられる。

　○　生活面においては、ほとんどの項目において全国平均より高くなっている
が、「自尊感情」と「将来の夢や目標をもっている」割合が低い。

≪中学校≫
　○　国語と数学の正答率は、全体的に全国平均と同程度であるが、数学の「計
算や作図の技能」について若干低い結果である。

　○　理科の正答率は、全体的に全国平均を上回っている。
　○　生徒質問紙調査によるとすべての項目で肯定的な回答が全国平均を上回っ
ている。

結果の分析

≪小学校≫
　○　読解力を高めるための個に応じた指導の充実と、児童が見通しをもって学
習展開できる授業を継続する。

　○　豊かな体験を積み重ねていく中で自信をもたせ、自分を大切にするだけで
なく、人への思いやりをもつことができるようにする。

≪中学校≫
　○　個別指導の充実により、基礎・基本の定着を図る。
　○　読書指導の充実を図る。
≪小中共通≫
　○　望ましい生活習慣の確立に向けて、保護者との連携を強化する。
　○　自尊感情を高めるための取組を見直し、幅広いものにしていく。

改善方針

≪小学校≫
　○　文章理解力を高めるための各種プリ

ント等の活用、漢字力、語彙力の育成
を目指したドリル学習を継続する。ま
た、授業の中で自分の考えを文章化す
る活動を多く取り入れることにより、
思考力・表現力を高める。

　○　生活（家庭学習）リズムチェック表
を活用し、家庭学習の状況を把握して
一人一人に合った助言を与え、学習内
容の充実を図る。

≪中学校≫
　○　５教科における基礎定着テスト（小
テスト）を計画的かつ継続して行うと
ともに、家庭学習の習慣化を図る。

　○　電子黒板（デジタル教材）の活用や
学習形態の工夫により、楽しく分かる
授業、個別指導の充実を図る。

　○　図書委員会を中心に読書の呼び掛け
を行い、本に対する興味・関心を高め
る。

≪小中共通≫
　○　テレビやインターネット等の時間の

削減に向け、家庭学習の手引きをさら
に活用する。

　○　道徳の時間や児童会・生徒会活動等
の取組を通して、児童生徒一人一人の
自尊感情を高める。

具体的な取組

○教科に関する調査（全国の平均正答率との比較） ○児童生徒質問紙調査
　（全国の平均回答率との比較：肯定的な回答）

＜小学校＞ ＜小学校＞

＜中学校＞ ＜中学校＞
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11月 図書館カレンダー
日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土
7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

企画展示（10/27～11/19）
「佐田岬七福神読書めぐり」
　七福神のおすすめ本を借
りた方には、しおりをさし
あげます。
古本リサイクル市
（10/27～11/19）　
　図書館で役目を終えた本
や雑誌を無償で提供しま
す。人気の雑誌はお早めに。

＜お知らせ＞
11月３日（火・祝）は開館します。11月20日（金）
～26日（木）は、蔵書点検のため休館します。
休館中の返却は、生涯学習センター１階の返却ポスト、瀬
戸町民センターおよび三崎公民館をご利用ください。(CD、
DVDは破損する恐れがあるため、返却ポストには入れない
で下さい。)ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。

工作教室（11月3日午後１時から）
「プラバンで
 キーホルダーを作ろう！」
対象：小学生
定員：先着20名まで

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■瀬戸・三崎地域の方へ
 　瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

日　時 ： 14日（土）・28日（土）　午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪

～ 11月のおはなし会 ～

読書週間イベント開催中です！読書週間イベント開催中です！

『テルアビブの犬』　
小手鞠　るい／著
《内容紹介》
戦争で両親をなくした少年と、犬との
間に結ばれた強い絆。しかし別れの
時は刻一刻と近づいていて…。「フラ
ンダースの犬」へのオマージュとして
描かれた、やなせたかし氏との約束の
作品。

《一般書》

新着図書

『ごいっしょにどうぞ』　
くすのき　しげのり／作
武田　美穂／絵
《内容紹介》
「この絵本は、ぼくがきのうから読
んでたんだよ!」「きょうは、私が
読むの!」 絵本を取り合っていた
しゅんくんといくちゃん。そんな2
人に先生は…。

《児童書》

『きのうの影踏み』
『うずら大名』
『我が家のヒミツ』
『ここは私たちのいない場所』
『虚人の星』
『あさが来た 上』
『消滅』
『職業としての小説家』
『人生はもっとニャンとかなる!』
『裂き織り大全』
『農家の手づくり野良着』
『羽生結弦語録』

辻村　深月／著
畠中　恵／著

奥田　英朗／著
白石　一文／著
島田　雅彦／著

古川　智映子／原案
恩田　陸／著

村上　春樹／著
水野　敬也[ほか] ／著

箕輪　直子／著
農山漁村文化協会／編

羽生　結弦／著
ほか

『おならをならしたい』
『ちょうでんどうリニア』

『ふまんがあります』
『にゃんともクラブ』
『ルルとララのミルキープリン』

『2分の1成人式』
『しゅわしゅわ村のだじゃれ大会』
『戦国ベースボール 1』
『アカシア書店営業中!』
『おしゃれさんの茶道はじめて物語 4』

新しく購入した本は下記の図書館ホームページからもご覧いただけます。
URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

鈴木　のりたけ／作
溝口　イタル／え
平岩　美香／文

ヨシタケ　シンスケ／作・絵
竹下　文子／作

あんびる　やすこ／作・絵
井上　林子／著

くせ　さなえ／作・絵
りょくち　真太／作

濱野　京子／作
永井　郁子／著

ほか
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◆ 今月のきょうどかん ◆

展示の目玉だった打瀬船模型
打瀬船をつかった打瀬漁は戦前の伊方地域で
盛んにおこなわれていました。

南部青年団の唐獅子で使われた獅子頭

練習用の獅子頭

11月21日 13：30 三崎総合支所
佐田岬半島のたからもの講座②開催！
11月21日 13：30 三崎総合支所
佐田岬半島のたからもの講座②開催！
11月21日 13：30 三崎総合支所
佐田岬半島のたからもの講座②開催！

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

「伊方町民俗資料室」の展示に幕！「伊方町民俗資料室」の展示に幕！「伊方町民俗資料室」の展示に幕！

2015年 11月

11月30日（月）19時～
今月のテーマ
「赤・黄・紫、
　 虹葉（こうよう）のひみつ」
※入場無料・お気軽にお越しください。

日 月

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

火 水 木 金 土
7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

126

きらら館のリニューアル工事に伴い、２階の
「伊方民俗資料室」の資料が町見郷土館に移
送されました。平成6年4月以来、21年間
の展示に幕が降りました。資料は引き続き町
見郷土館で大切に保管され、今後の展示等
に活用されます。

＝夜スライド上映

2015年 1月
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

（第101回）

　

三
崎
地
域
の
佐
田
・
大
佐

田
・
井
野
浦
地
区
あ
た
り
は

通
称
「
南
部
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
あ
っ
た
「
南
部

青
年
団
」
は
、
か
つ
て
秋
祭

り
に
唐
獅
子
を
奉
納
し
て
い

ま
し
た
。

　

唐
獅
子
は
、
二
人
立
ち
の

獅
子
が
一
頭
と
、
台
に
据
え

た
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
芸
を

見
せ
る
子
ど
も
た
ち
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
舞
の
曲
に
は
「
一

の
き
り
」
と

「
二
の
き
り
」

（
ま
た
は
一
番

二
番
）
が
あ

り
、
子
ど
も

と
獅
子
の
絡

み
が
見
所
で

す
が
、
太
鼓

打
ち
の
芸
だ

け
を
披
露
す

る
「
空
踊
り
」

も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
四
八

年
（
一
九
七
三
）
に
塩
成
か

ら
教
わ
っ
て
始
め
ら
れ
、
平

成
六
年
を
最
後
に
休
止
し
て

い
ま
す
。
導
入
し
た
年
に
団

員
が
ベ
ニ
ア
板
で
作
っ
た
練

習
用
の
獅
子
頭
に
は
、
大
星

団
長
以
下
一
〇
名
の
団
員
た

ち
、
太
鼓
役
の
子
ど
も
た
ち

六
名
（
三
地
区
か
ら
二
名
ず

つ
）
の
名
前
と
と
も
に
、「
南

部
の
若
者
た
ち
力
を
合
わ
せ

て
明
日
の
南
部
い
や
三
崎
を

負
う
で
は
な
い
か
！
」「
力
を

合
わ
せ
頑
張
ろ
う
！
」
と
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
マ
ジ
ッ
ク

で
大
き
く
書
き
込
ま
れ
、
当

時
の
意
気
込
み
や
誇
ら
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

最
近
、
そ
の
道
具
一
式
が

町
見
郷
土
館
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
（
一
部
は
当
面
常
設
展

に
展
示
）。
関
係
者
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力　

池
上
正
克
さ
ん

　
　
　

井
野
浦
の
皆
さ
ん

南
部
の
唐
獅
子

か
ら

（
マ
マ
）

※今月は
水曜でなく
月曜です！
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11
月
は
人
権
月
間
で
す
。
昨
年
度
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
習
し
た
り
遊
ん

だ
り
す
る
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
ま
す
。
身
近

な
課
題
を
解
決
す
る
力
を
育
て
よ
う
と

「
ミ
ニ
集
会
」
を
開

き
、
全
校
で
考
え

合
う
場
を
設
け
ま

し
た
。
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
の

児
童
が
、
自
分
の

考
え
を
発
表
し
合

い
、
低
学
年
の
素
直
な
意
見
と
高
学
年

の
ち
ょ
っ
と
視
野
の
広
い
意
見
が
混
ざ

り
合
い
、
や
が
て
解
決
す
る
方
向
が
見

え
て
き
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
の
さ

り
げ
な
い
差
別
の
芽
を
見
逃
さ
ず
、
考

え
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
力
を
身
に
付

け
る
取
組
で
す
。

　

12
月
２
日
に
は
「
人
権
参
観
日
」
を

開
催
し
ま
し
た
。「
こ
ま
っ
た
ら　

助
け

合
お
う
よ　

三
机
小
」こ
の
人
権
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
各
学
級
の
参
観
授
業
と
人

権
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
人
権
集
会
で

は
「
言
葉
遣
い
」
に
つ
い
て
、
五
年
生

の
提
案
劇
の
後
、
全
校
で
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
意
見
を

積
極
的
に
発
表
し
合
い
な
が
ら
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
話
す
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
た
集
会
で
し
た
。　

　

１
月
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
教
育
部
主
催

の
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
を
迎
え
、
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
社
会
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
た
め

に
、
安
全
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
の
中
で
心
得
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
ス
キ
ル

や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち

に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
月
間
の
取
組　

〜
人
権
参
観
日
〜

人
権
月
間
の
取
組　

〜
人
権
参
観
日
〜

人
権
月
間
の
取
組　

〜
人
権
参
観
日
〜

三
机
小
学
校

288

ＪｒスイミングスクールＪｒスイミングスクール

日　時：毎月第２水曜日　19：00～19：50
　　　　月1回の教室になります。
場　所：伊方スポーツセンター2階プール
定　員：先着１０名　
受講料：５００円（１回）

大人の水泳教室大人の水泳教室大人の水泳教室

子供の水泳にはこんな良いことが !!子供の水泳にはこんな良いことが !!子供の水泳にはこんな良いことが !!

初心者対象の水泳教室です。
クロールを中心に指導いたします。

提案劇

人権集会

人権講演会

曜　　日：毎週水曜日（中級のみ）
　　　　：毎週木曜日（初級・中級・上級）
受　講　料：3200円（4回/1期）
時　　間：初・中級16：30～17：20
　　　　　　※16：30～の中級は水曜日のみ
　　　　：中・上級17：30～18：20
定　　員：各コース１０名
対　　象：5才～小学6年生
申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

しっかりした根が無いと、太い大きな幹にはなりません。
また、しっかりした幹が育たないとたくさんの葉は育ち
ません。
しっかりした根がないままでは体力や良いパフォーマン
スが発揮できません。
また、運動だけでなく、健全に発育発達を促すための
運動刺激がとても大切になってきます。　
ジュニアスイミングは、子どもたちの身体を育み、スポー
ツのスタートラインに立つこと、どんなことにも挑戦で
きる健康な体を創り目的としています。

木を身体の成長過程に例えるとこのようになります。
葉：パフォーマンス
技術・身体の使い方

幹：体力要素
筋トレ・持久力・
柔軟性・バランス

根：姿勢・安定・神経系
☆ジュニアスイミング☆

風邪に負けない
元気なカラダを
つくろう!!

お問い合わせの番号は、伊方スポーツセンター　電話３８ー１１００、３８－０７７６
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俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

瀬
戸
句
会

　

誤
記
訂
正
の
お
詫
び

10
月
号
４
頁

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
２
０
１
５

伊
方
町
大
会
結
果
表　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

男
子
の
部　

優
勝
者

　
　
　
　
（
誤
）
高
月
嘉
彦

　
　
　
　
（
正
）
竹
内
柳
一
郎

関
係
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

門　
田　
千　
枝

渡
辺
日
出
子

宇
都
宮
睦
子

上　
田　
益　
男

二
宮
壽
賀
子

木　
戸　
悦　
子

石　
井　
義　
夫

山　
嵜　
美　
喜

上
田
サ
チ
エ

井　
上　
良　
枝

上　
田　
幸　
香

足　
利　
敦　
子

吉　
見　
福　
子

小　
松　
基　
衛

小
松
由
美
子

谷　
口　
順
子

中　
路　
康
行

福　
岡　　

博

伊　
藤　
植
美

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

中
村
千
代
香

阿
部
ヨ
シ
子

松　
本　
光　
子

宮
部
タ
ミ
ヱ

玉　
里　
宏　
子

高　
月　　
　

仁

木　
原　
敬　
明

池　
井　
為　
吉

曼
珠
沙
華
天
の
蒼
さ
を
ふ
か
く

せ
り

梢
ご
し
に
川
の
き
ら
め
き
秋
の

晴呆
け
封
じ
紅
白
餅
に
紅
葉
舞
う

　
蜜
柑
樹
の
枝
か
ら
枝
へ
蛇
の
衣

神
木
に
神
籤
を
結
ぶ
神
の
留
守

大
玉
の
露
大
い
な
る
芋
の
葉
に

満
月
や
祭
り
は
近
し
佐
田
岬

秋
南
瓜
塀
の
向
こ
う
に
五
つ
六

つ夕
映
え
や
波
止
場
に
一
樹
返
り

花浜
風
に
吹
か
れ
て
侘
し
枯
尾
花

け
ん
玉
に
老
い
も
若
き
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
秋
深
し

防
去
す
る
肩
に
吹
く
風
秋
寒
し

い
わ
し
雲
冷
た
い
風
に
朝
日
照

る三
机
の
海
に
遊
べ
る
ヨ
ッ
ト
の

り

親
バ
ト
を
待
つ
間
さ
わ
ぐ
幼
な

バ
ト

灘
わ
た
る
梅
雨
の
止
み
間
に
鐘

の
面

若
葉
を
も
紅
く
染
め
た
し
夕
日

か
な

老
い
て
な
お
母
恋
偲
ぶ
長
夜
か

な突
堤
や
島
の
向
こ
う
に
秋
茜

父
恋
し
千
人
針
の
汗
の
染
み

プ
レ
ミ
ア
ム
白
紙
撤
回
厄
日
か

な幻
の
秋
の
草
花
風
車
舞
う

夕
厨
秋
の
味
覚
が
満
満
と

間
引
き
菜
の
緑
豊
か
に
夕
の
膳

石
灰
の
畑
一
面
鰯
雲

名
月
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